
平成27年度
養介護施設従事者等による高齢者虐待に関する新潟市の状況（H28.3.31現在）

①虐待の相談通報が寄せられた養介護施設・事業所の種別 ｎ＝２４

②虐待の相談・通報者（複数回答） ｎ=２９

本人に

よる届

出 

家族・親

族 

施設・事

業所管

理者 

施設・事

業所職

員 

施設・事

業所元

職員 

医師 

介護支

援専門

員 

地域包

括支援

センター 

都道府

県から

連絡 

その他 
不明（匿

名含む） 

件数 0 7 5 4 1 1 2 4 0 4 1 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

・１件につき複数の通報者がいる場合あり。 

 家族・親族が24.1％、施設管理者が17.2%、現職員及び地域包括支援センターが13.8％を 

 占めている。 
・その他・・・新潟県運営適正化委員会、 民生委員、他入所者の知人等 

件

数 

有料老人

ホーム 

軽費老人

ホーム 

特別養護

老人ホー

ム 

介護老人

保健施設 

地域密着

型特別養

護老人

ホーム 

通所介

護・通所

リハビリ

テーショ

ン 

短期入所

施設 

グループ

ホーム 
その他 

件数 1 1 7 3 1 5 4 1 1 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

件

数 

 
 

 
 

 
 

※２４施設・事業所に対して虐待の相談通報を受理。うち４施設で各２件の通報あ

り。 

資料２-２ 



③事実確認の状況 ｎ=２４

④虐待種別 （複数回答） ｎ＝１０

虐待の事実が認められ

た 

虐待の事実が認められ

なかった 

虐待の判断に至らな

かった 
その他 

件数 7 3 14 0 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10 
11 
12 
13 
14 
15 

件

数 

・全事例について事実確認調査を実施。 
 
・虐待の事実が認められたのは ７件 （うち１施設で２事例あり、施設数としては６施設。） 
 
  特別養護老人ホーム ３件 
  短期入所施設      ２件  
  介護老人保健施設  １件 
  その他           １件 
 
 

身体的虐待 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 介護放棄 

件数 2 3 3 1 1 

0 

1 

2 

3 

4 

件 

数 

※虐待の事実が認められた７件について表示。   以降も同じ。 

  ７件のうち２件で、複数の虐待種別が認められた。 



⑤被虐待者の性別 ｎ=１１

⑥被虐待者の年齢 ｎ＝１１

プリ２件は併せて対応

男 女 不明 

人数 1 10 0 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

人

数 

※被虐待者は１１名。 

     ７件のうち２件で、複数の高齢者への虐待が認められた。 

65歳～69歳 70歳～79歳 80歳～89歳 90歳以上 不明 

人数 1 2 4 2 2 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

人 

数 



⑦被虐待者の要介護度 ｎ＝１１

⑧被虐待者の認知症の有無 ｎ＝１１

自立・非該当 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 不明 

人数 4 0 1 3 3 0 0 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

人 

数 

自立・非該当が４名。 自立・非該当の入所者の多い「その他」施設で発生。 

自立または

認知症無し 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M 

認知症有（ラ

ンクは不明） 
不明 

人数 5 0 3 3 0 0 0 0 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

人 

数 

⑦と同様、自立・非該当が多いのは、自立・非該当の入所者の多い「その他」施設で発生 

したことによる。 



⑨虐待者の職名または職種 ｎ＝７

⑩虐待者の性別 ｎ＝７

介護職員 看護職 管理職 施設長 
経営者・開設

者 
その他 不明 

人数 5 1 0 1 0 0 0 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

人 

数 

※虐待者は７名。 ７件の事例で、虐待者はそれぞれ１名。 

女 男 

人数 3 4 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

人 

数 



⑪虐待者の年齢 ｎ＝7

⑫虐待の発生要因 (複数回答） ｎ＝１２

教育，知識，介護

技術等に関する

問題 

倫理観や理念の

欠如 

職員のストレスや

感情コントロール

問題 

人員不足や人員

配置の問題及び

関連する多忙さ 

虐待を助長する

組織風土や職員

間の関係性の悪

さ 

虐待を行った職

員の性格や資質

の問題 

件数 1 3 2 1 3 2 

0 

1 

2 

3 

4 

件 

数 

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 

人数 0 1 3 0 3 0 0 0 

0 

1 

2 

3 

4 

人

数 



⑬市がおこなった対応状況 (複数回答） ｎ＝８

対応中 一般指導 
改善計画

依頼 
注意等 

報告徴

収、立入

検査等 

改善勧告 公表 
改善措置

命令 

指定の取

消・効力

停止等の

処分 

件数 0 6 6 0 2 0 1 0 1 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

件 

数 

※虐待の事実が認められたのは７件。うち、２件については、立入検査（監査）を実

施。 

※対応について、６件に対して一般指導及び改善計画の提出を指示。また、１件に

対しては、行政処分を行った。（６ヵ月間の新規利用者の受入停止） 


